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　今年で40回目の節目となる国際福祉機器展は、
昨年より37社増の585社（国内526社、海外59
社）が出展し、3日間通しての来場者は約12万
人という福祉機器関係のビックイベントである。

　本機構では、2009年から主催者特別企画「高
齢者・障害者等の生活支援用品コーナー」の企
画・実施に協力してきた。昨年度の「片手で使
えるモノ」展も大きな関心をよび、たくさんの
方々にご来場いただいた。
　今年度は、さらに多くの人に高齢者・障害者
支援製品の工夫やノウハウを知ってもらい、こ
れらの製品を生活の中で生かしてもらえるよう
にテーマを「目からウロコ展」として主催者に
協力し企画を進めた。
　普段誰もが使っている身のまわりの日常生活
製品の中にも、障害のある人や高齢者などの自
立や介助を助ける工夫や配慮の歴史が詰まった
モノが沢山ある。それらの開発・研究や工夫の
背景を聞くと感心するモノが多い。今年は来場
者にその工夫や背景を知らせ、また展示製品の
体験を通して「目からウロコ」を落としてもら
いたいとの思いである。

■「目からウロコ」展の構成

　昨年度の倍の約150ｍ2に広がった展示スペー
スを「触る」「見る」「聞く」「繋がる」「使う」
の５つのコーナーに分け、導入部にテーマの趣
旨パネルを掲載した。それぞれのコーナー壁面
には説明パネルを表示した。展示台上には、製
品と製品の説明カードを配置し、自由に体験で

きるように準備した。
　展示に協力いただいた企業は57社・４団体、
展示製品は、77点である。
　各コーナーには以下のような展示パネルと以
下に示す展示製品を展示してある。
「触る」：内容や表示が触ってわかるモノ/柏餅
の味噌餡と小豆餡、点字表示のある食品類のビ
ンなど、触覚記号のあるシャンプー容器など。
「見る」：音や声が見えるモノ：測り終わりを振

第40回国際福祉機器展　H.C.R.2013
たくさんの来場者でにぎわった「目からウロコ」展
─国際福祉機器展主催者特別展示「目からウロコ」展に企画・実施協力─

　９月18日（水）～20日（金）の３日間、東京・有明の東京ビックサイトで開かれた第40回国際福
祉機器展（主催：全国社会福祉協議会/保健福祉広報協会）の主催者特別企画として、（公財）共用
品推進機構は『高齢者・障害者等の生活支援用品コーナー～生活に便利なグッズ、その知られざる
歴史とノウハウ「目からウロコ展」～』の企画・監修を担当し、また会期中は展示説明にも協力し
た。展示コーナーは開場から最終日の閉展時間までたくさんの来場者で大変活気のある展示会と
なった。
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動で知らせる体温計、光で来客を知らせるドア
ベル、透明マスクなど
「聞く」：表示や字を聞くことができるモノ：放
送局名や番組表を音声で読み上げるテレビ、重
さを声で教えてくれる秤など
「使う−１」：左右どちらの手でも使えるモノ：
４隅にマークがあるので左利きでもわかりやす
いトランプ、左右両方に注ぎ口がある鍋など
「使う−２」：片手でも使えるモノ：開いたまま
の状態を保持できる洗濯ハサミ、片手でも履き
やすい靴など
「繋がる」：世界と繋がるモノ：触覚記号のある
シャンプー容器、意思疎通を行いやすくする支
援ボードなど

■多くの来場者の声は

　実際に生活で様々な不便さを感じられている
方だけでなく、施設関係者や行政の方、企業の
方など多くの方にご来場いただいた。
　また若い学生さんがパネルや展示製品のメモ

を取りながら、熱心に一つひとつの製品を試し
ていたのも目に付いた。
　「あることがきっかけとして，急にものごと
の真相や本質が分かるようになること（広辞
苑）」とされる「目からウロコ」が落ちたかど
うかはわからないが、会場からは「知らなかっ
た」、「へ〜！そうなんだ」といった声があちこ
ちで聞かれ、展示製品の開発背景や工夫の数々
に納得していただけたようであった。

　会期終了後、展示に協力いただいた企業から
は、「先日、○○県から　わざわざ左きき用の
△△を見たいというお客様がいらっしゃいまし
てビックリしていたところでございます」とか、
「おかげさまで、早速、□□協会の方よりお問
合せを頂きました」などとうれしい反響も寄せ
られている。

　アクセシブルデザインにかかわっている方々
には「当たり前」の情報や商品でも、まだまだ
「より多くの人が使える商品、使いやすい商品」
の情報や設計の工夫などが知られていない現状
があると改めて感じた次第である。

　最後に、展示にご協力いただいた各企業、主
催者の（一財）保健福祉広報協会、ご支援いただ
いた（公財）テクノエイド協会、（公社）日本包装
技術協会、日本化粧品工業連合会の皆様に感謝
いたします。
� （三
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＊＊きっかけ＊＊

　共用品推進機構では、今年度より事業計画
（案）を作る前に、理事、評議員、監事で、次年
度の事業計画をたてるにあたって、意見交換を
行っている。その時に柿内健介理事より、地域
への浸透が課題ではないかとの意見があった。
経営者と地元小学校のＰＴＡ会長という二つの
顔を持つ柿内さんは、所在地である千代田区と
の連携強化のため、石

いし

川
かわ

雅
まさ

己
み

千代田区長とのつ
ながりを作ってくれた。その結果、千代田区長
から今回のイベントへ出展を提案頂き、参加の
運びとなった。

＊＊クイズで学ぶ＊＊

　今まで多くのイベントや展示会に参加したり
主催してきたりしてきたが、「まつり」と名の
つくイベントへの参加経験がない。一抹どころ
か多くの不安が、10月12日の本番に近づくにつ
れ増してきた。障害の有無、年齢の高低にかか
わらず、共に使いやすい製品を、ましてやサー
ビスを、休日に参加する誰もが「楽しみ」を求
めてくる人たちに、いつも通りの展示を行うこ
とで興味を持ってもらえるのだろうか？という
不安である。
　考えた末「クイズ形式にするのはどうだろ
う？」と思いついたのが、イベントの1週間前。
「クイズ形式であれば、正解者には景品が、必
須ということになり、最初に共遊玩具発祥の会
社であるタカラトミーの社長室に相談したとこ
ろ、快諾。他にも数名にお願いし300以上の景
品を提供いただいた。
　景品がそろった段階で、クイズの作成は事務
局の金

かな

丸
まる

淳
じゅん

子
こ

が担当。デザインは機構のパン
フレットなどを作ってもらっている小

こ

松
まつ

昌
まさ

樹
き

氏
に、３日前に無理を言ってお願いしたところ、
クイズのゆるキャラで「モヤモヤ君」なるキャ
ラクターまで作成してくれ当日を迎えた。

＊＊保護者の声、「知らなかった！」連発＊＊

　まつり当日。この日の気温は10月というのに
真夏のように30度越え。来場者の体調も気にな
りながら、シャンプー容器、牛乳パック、左利
きの人も使いやすいトランプ等をクイズとして
出題。共用品と一緒においている説明を読めば
回答できるようになっているが、子供たちの多
くは学校でも習ったことがあり、説明を見なく
てもスムーズに答えられた。しかし多くの保護
者からは、「知らなかった！」との声が多く聞
かれた。
　また、今回このコーナーで目玉となったのは、
15センチ四方の立方体の箱の側面に穴をあけ、
そこから手を入れ、中に入っているアニア（動
物のミニチュア）を当てるというゲームだ。ア
ニアは、もともとは目の不自由な人を主な対象
として作られたわけではない。しかし目の不自
由な人たちは、本物の動く動物を触るのは困難
であるため、同社の商品は目の不自由な子供だ
けでなく大人も、アニアを触れればその動物が
何か分かる（85号Ｐ９参照）。このゲームが気
に入った子供は何度もやってきて、最後にはす
べてのアニアが触って分かるまでになり、満足
げに会場を後にした。

　千代田区主催のイベントは次回、12月の障害
者週間への参加である。より多くの人に「共用
品」を更に伝えられたらと、今から意気込んで
いる。� （星

ほし
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）

共用推進機構、千代田区主催「第11回福祉まつ
り」に初出展

　共用品推進機構は、10月12日（土）千代田区主催の「第11回福祉まつり」に参加した。
　１コマ（約３メートル×３メートル）の中で、共用品クイズを出題。イベント開始早々から参加
者が後をたたず、大盛況の内に同ブースは終了した。
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　昨年の５月22日に開業したすみだ水族館（東
京都墨田区）。共用品推進機構は、開業前にス
タッフの方々に向けたサービス研修に協力して
おり、今回はオープンから１年半が過ぎたすみ
だ水族館の様子を見学した。
　参加したのは、研修の講師を務めてくださっ
た国立障害者リハビリテーションセンター小

お

田
だ

島
じま

明
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氏、芳
は

賀
が

優
ゆう

子
こ

氏（弱視）、西
にし

留
どめ

満
ま

寿
す

美
み

氏
（ろう）、上

かみ

山
やま

のり子氏（車いす使用）、そして
手話通訳者２名の方々。それに共用品推進機構
から２名が加わり、館内を見学した。

　今回は、障害のある方は３名とも一人で見学
していただき、見学のあとの意見交換会で感想
などをいただくことにした。手話通訳の方２名
をはじめ、障害のないメンバーは遠くから見守
りながら、スタッフの方のサポートや応対を見
せていただいた。見学のスタートはチケット売
り場。それぞれがチケットを購入するところか
ら始めた。障害者割引があること、割引料金の
内容説明もしなければならなかったが、スタッ
フは、普段障害のある人にチケットを販売する
ときと同じように接した。

　すみだ水族館は順路がなく自由に見学でき、
館内で飲食しながら、ゆっくりペンギンたちを
眺めたりもできる滞在型の施設。軽食を販売す
る店、館の出口にはギフトショップもある。全
員が何か必ず飲食し、おみやげも購入すること
にして、みなそれぞれの場所で別々にサービス

を受けた。
　見学を終えた後に水族館スタッフ15名を交え、
意見交換会を行った。まず館内を見学したとき
の、スタッフの人たちの応対について気づいた
ことなどを述べた。

　西留氏からは、少しでも手話ができる方がい
るといいし、筆談のためのメモ用紙は準備して
おいてほしいといった要望が出た。芳賀氏から
は、スタッフの気軽な接客に好感がもててよ
かったといったコメントも聞かれた。上山氏も
水族館に下町の雰囲気を感じると、館内の心地
よさを語った。
　スタッフの質問から、日々の業務の中で困っ
ている事も分かってきた。お客様が「障害者割
引を受けたいが、手帳をは見せたくない」と
おっしゃる場合はどうしたらよいか、筆談の際
のメモ書きはスタッフ側で処分してもよいか、
といった自分では判断しかねる事柄もあり、館
としてのルール作りで解決できることもあった。
　障害の有無に関わらず、お客様に水族館を楽
しんでいただくためには、スタッフの人たちも
難しく考えずに、障害のある人とない人では
サービスの提供方法や情報の伝え方が少し異な
るだけという気持ちで、「すみだ水族館流のお
もてなし」で、お客様への声掛けを続けてはど
うか。余計なお世話をしてしまったと落胆しな
いことも、次へのステップアップにつながって
いくだろう。
� （金
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「すみだ水族館」見学
　　　　　　　　　～すみだ流のおもてなしを～
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■台湾との交流の経緯
　遡ること10年、日本と台湾とを結ぶ交流協会
からの依頼で、日本で実践している共用品及び
共用サービスについて台湾で話す機会があった。
政府の人、企業の人、そして学生が数多く参加
してくれたそのシンポジウムはその後、関係す
る業界団体にも共用品に関心をもってもらう
きっかけとなった。
　具体的には、台湾当局、業界団体の方々が、
何度も日本を訪問され、台湾で共用品の普及を
進めていくにはどのようなやり方があるかのヒ
ントを持っていかれた。
　その間、何度か台湾を訪問させていただき、
台湾の製造企業での取り組み、流通の状況など
も教えていただいた。大同（タートン）公司と
いう会社が、半世紀以上、同じ型の炊飯器を作
り続け、既に1400万台販売していることには驚
いた。

　更に、この炊飯器はボタン一つ、しかも一つ
の指で軽く押すだけでお米を「炊く」だけでな
く、「蒸す」、「煮る」、「焼く」など、さまざま
な料理ができる。まさに共用品そのものである。
■違いを知り、互いに学びあう
　10年たった今年の９月、標準化を進める台湾
当局のメンバーと、さまざまな業界を統括する
金属工業研究発展センターの人たちが、来日し
た。目的は、高齢者・障害ある人たちが使いや
すい製品の普及を、2014年１月から本格的に始
めることへの報告と共に、今後の更なる協力関
係を築くことの確認のためであった。日本が提
案し国際規格になったテーマに関しては、台湾
の規格として制定する準備が既になされている
とのこと。更に、台湾では認証制度にも取り組
むべく研究がなされている。互いの良さを持ち
寄り、更なる発展の10年にしていけたらと思っ
ている。

■共用品の講演会
　11月２日、韓国パッケージデザイン協会から
の依頼で、韓国テグ市のケミョン大学で行われ
た国際シンポジウムで、共用品についての講演
を行った。パッケージデザインと言う名称の協
会ではあるが、現在は幅広い分野のデザインを
扱っている協会である。
　「パーソナルアイデンティティ」に関する発
表では、韓国の現大統領の服装、顔の表情等を
とりあげ、場面ごとでどのような印象を持たれ
ているかを分析、その他には、文字に関する研
究、広告デザインに関する研究など、興味深い
ものが多かった。
■統合教育をしている大学訪問
　今回の訪韓では、障害のある人とない人が共
に学ぶ大学を訪問することもできた。韓国国立

福祉大学には500名の生徒のうち150名が障害の
ある学生。学内を見学していると、手話で会話
をしている学生、車いすを使用している学生に
数多く出会った。
　この大学でも学生100名に対し、共用品の講
座を行ったところ、手話、要約筆記の情報保障
付きの講座となり、これが普通の授業の形態と
のことであった。
■コンビニでの共用品
コンビニでは、点字付きの韓国製シャンプー・
リンス、そして薬の箱を発見した。更に、帰り
の金浦空港のアシアナ航空のカウンターでは、
耳の不自由な人や言語の異なる人がコミュニ
ケーションを絵によって行えるボードも見つけ
ることができた。訪韓は20回ほどであるが、行
く度に多くの学びがある。� （星
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台湾金属工業研究発展センター
共用品・福祉用具の標準化並びに普及事業推進

韓国、パッケージデザイン協会主催シンポジウム
韓国から学ぶ
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■第10回本間一夫賞
　社会福祉法人日本点字図書館は、視覚障害者
の文化向上に貢献した個人・団体に贈る本間一
夫文化賞第10回受賞者に、点字表示などの規格
化に尽力された、元国立身体障害者リハビリ
テーションセンター研究所長、現�特定非営利
活動法人支援技術開発機構�理事長の山内繁氏
に決定した。
■山内繁氏
　山内氏は、東京大学工学部から、国立障害者
リハビリテーションセンター研究所に勤務され、
平成４年から17年間、同センターの研究所長と
して日本の福祉機器の発展に多大なる貢献をし
てこられた。
　平成10年から日本工業規格（JIS）を統括す
る日本工業標準調査会標準部会に委員として参
加し、平成18年から24年まで、高齢者・障害者

支援専門委員会で委員長を務められた。山内氏
が委員長になってから、我が国における視覚障
害者関連の規格の整備が進み、視覚障害者が利
用しやすい環境が整ってきている。
　■アクセシブルデザイン
　山内氏は、共用品推進機構の多くの委員会で
もご指導をいただいている。家電製品のスイッ
チ部のON-OFF等に凸点および凸バーを表示し
て視覚障害者の利用を可能にするためのJISの
国際標準化をはじめ、ISO/IECガイド71の改定
作業、そして規格を作る際の原点でもある当事
者参加を可能にする「アクセシシブルミーティ
ング（みんなの会議）」の制定などである。
　■表彰式
　2013年11月9日（土）には、日本点字図書館
で開催する「点字図書館オープンオフィス」に
て、表彰式と記念講演が行われた。

　共用品推進機構では、これまでに多くの障害
者団体にご協力いただき、日常生活における不
便さ調査を、数多く行ってきた。
　調査により明らかになった不便さは、報告書
にしてまとめ、多くの関係企業・業界団体に配
布したこともあり、より多くの人が使える製品
が増えてきている。これらの多くは、日本工業
規格（JIS）となり、更に日本発の国際規格に
もなっている。

＊＊＊＊＊＊
　「不便さ調査」から始まったこの一連の流れ
は、今まで不足していた部分を補うことには大
変有効だった。しかし、更に使い勝手の良い製
品やサービスを作りだしていくためには、不便
さを指摘するだけではなく、「良いモノ」や
「良いコト」の情報を収集し整理分析等を行い、
利用者及び提供者で情報を共有することがその

突破口になると考えた。
　今回、2020年東京オリンピック・パラリン
ピックが開催されることが決定したことを受け、
複数の異なる障害者団体、高齢者機関、並びに
関係業界、関係省庁の方々と相談し「旅行」を
テーマに、「良かったこと調査」を行うことに
した。
　今回の「旅行」というテーマでは、①交通、
②宿泊、③食事、④その他（観光等）の四つの
場面を人的応対、施設・設備機器に分け、それ
ぞれの場面で良かった事を伺うことにした。回
答いただいた調査結果は、関係する機関に広く
提供し、全ての人が住みやすい社会の一助にな
ればと考えている。

＊�本事業は、日本児童教育振興財団の助成事業で
行っています。

山内繁氏、「第10回本間一夫文化賞」受賞
視覚障害者の利便性、日本工業規格制定に尽力

旅行に関する「良かった事」調査開始
～良かった思い出から次のステップを見つけること～
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　ISO（国際標準化機構）/TC（専門委員会）�
173はISOに設立されたTCであり、「障害者の
ための福祉用具」を担当している。
　そこに属するのはSC1（車いす）やSC2（分
類と専門用語）等のSC（分科委員会）やWG1
（歩行のための福祉用具）等のWG（作業委員
会）がある。
　ISO/TC173/SC7は�ISO/TC173に属するSC
の一つであり、「アクセシブルデザイン」を担
当しており、そこに属するのはWG1（触覚情
報のアクセシブルデザイン）等のWGであり、
国際規格を作成している。
　TCとSCの総会はほぼ1年半ごとに開催され、
進捗状況の確認、新たな提案事項の検討、情報
交換等を行うことになっている。
　今回、ISO/TC173/SC7の第３回総会が2013
年10月23日にドイツのベルリンで開催された。

　会議にはデンマーク、スウェーデン、韓国、
日本の委員等７名が参加し、幹事、WGの報告
が行われ承認された。更に現在検討中である
「アクセシブルデザインの認証制度」について

説明したところ、大変好意的な反応を得ること
ができた。
　ISO/TC173/SC7の総会に引き続き、ISO/
TC�173の第16回総会が10月24、25日の二日間
にわたって開催された。会議にはスウェーデン、
デンマーク、ブラジル、フランス、ドイツ、イ
タリー、日本、ケニヤ、オーストラリア、韓国
の委員の他、ISO中央事務局、ANEC（欧州標
準化消費者の声）、CEN/CENELEC（欧州標準
化委員会／欧州電気標準化委員会）の代表を含
め、合計27名が参加した。

　会議では幹事、WGとSCの報告が行われ、
SC1（車いす）から「車いす使用者が参加する
会議を主催するためのガイド」を検討中である
との発表があった。出席したメンバーからSC7
が開発した「アクセシブルミーティング」の規
格が大変有用であるとの指摘があり、出席者全
員がこの規格の有用性を理解することとなった。
またISO/IECガイド71の重要性もメンバー全体
で共有された。
� （山

やま

内
うち

繁
しげる

、松
まつ

岡
おか

光
こう

一
いち

）

ISO/TC173/SC7 総会とISO/TC173総会が
開催
─ ISO（国際標準化機構）/TC173（福祉用具の専門委員会）総
会とISO/TC173/SC 7（アクセシブルデザイン分科委員会）
総会─

ISO/TC173/SC7第3回総会

ISO/TC173第16回総会
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　これまで７年半の間、消費生活用製品の日本
工業規格（JIS）や高齢者・障害者支援の規格
の業務に携わることができました。数多くの専
門家の先生方、経済産業省の専門官、共用品推
進機構の皆様、日本福祉用具・生活支援用具協
会並びにテクノエイド協会の皆様方など多くの
方々のご指導の賜物と感謝に堪えません。
　消費者の保護、高齢者・障害者支援などの社
会ニーズが近年になく高い要望がある中でJIS�
の原案を確実に開発し、計画どおりに制定・改
正を図ることが大変重要なこととなっています。
　アクセシブルデザインが産業界等で協調され、
JISの制定・改正の取り組みが加速され普及さ
れることが予想されます。これらの観点から、
日本の設計技術の規格やデザイン規格が世界に
普及するためにもJISを国際規格（ISO）へ提
案し、積極的に取り組み推進することが重要で、
着実にその実績が積まれていることは関係団体
様のご努力の賜物と思っております。
　さて、10年間のJIS及びISO規格の推移・動
向について、次に記述いたします。
　表１は、高齢者・障害者配慮設計指針の規格
及び福祉用具規格の10年間の推移を表していま
す。まず、高齢者・障害者配慮設計指針の規格
では、2004年には、JIS�S�0011“…消費生活製
品の凸記号製品”を始め10規格でした。それが
10年後の2013年には、37規格と約4倍に増加し
ました。その分類も①基本規格、②視覚的配慮、
③触覚的配慮、④包装・容器、⑤消費生活製品、
⑥施設・設備、⑦情報通信、⑧コミュニケー
ション、⑨その他と内容が様変わりしています。
一方、福祉用具の規格では、2004年にJIS�T�
0101“福祉関連用語”を始め39規格でしたが、
2013年には、約1.5倍の59規格が制定されてい
ます。10年後の分類では、①用語、②義足、③
義手、④装具、⑤車いす・つえ、⑥移動機器、

⑦ベッド・関連機器、⑧排泄用具、⑨浴槽用具、
⑩触覚障害機器、⑪リスクマネージメントとそ
の内容も変更されています。
　ISO規格の動向を見てみますと、TC122包装、
TC168義肢及び装具、TC173福祉用具などで、
2004年には77規格が10年後の2013年では、108
規格と約1.4倍に増加している現状です。
　日本のJISを国際規格化として提案し、普及
している現状をみますと、JIS�S�0013“高齢
者・障害者配慮設計指針−消費生活製品の報知
音”がISO�24500として制定されたのを始めと
して、現在では提案中及び準備中のJISは、JIS�
T�0902音案内、JIS�S�0026トイレ、JIS�T�0922
触知案内図、JIS�T�0103コミュケーションボー
ド、JIS�T�0921点字表示及びJIS�S�0042アクセ
シブルミーティンなど13、世界への発信を続け
ています。日本にとって高齢者・障害者支援は、
長期的な視野と常に新鮮な視点で捉えてゆく必
要があると思います。JIS及びISO規格が便利
に利用・活用され発展することを今後とも期待
いたします。

10年間の工業標準化の動向と国際
規格との推移
　　　一般財団法人日本規格協会 標準化推進室
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　国立特別支援教育総合研究所（神奈川県横須
賀市）（以下「特総研」）は、我が国における障
害のある子どもの教育の充実・発展に寄与する
ため、昭和46年に文部省直轄の研究所として設
置され、平成13年に独立行政法人となった。
　その創立以来、40年余りの歴史の中で、障害
のある子どもの教育に関する実際的・総合的な
研究活動を行うとともに、それを核として、研
修事業や教育相談事業、情報普及活動等を一体
的に実施するなど、幅広い事業や活動を展開し
ている。

■特別支援教育専門研修

　特総研が実施しているプログラムは数多くあ
るが、そのうちの一つである「特別支援教育専
門研修」において、毎年弊機構の星

ほし

川
かわ

安
やす

之
ゆき

と森
もり

川
かわ

美
み

和
わ

が講義を行っている。
　このプログラムは、障害のある幼児児童生徒
の教育を担当する教職員に対し、専門的知識及
び技能を深めてもらうための必要な研修を行い、
その指導力の一層の向上を図り、今後の各都道
府県等における指導者としての資質を高めるこ
とを目的としているものである。

　本年度の講義の前半では共用品の配慮や標準
化についての説明を行い、中盤には「平成22年
度視覚障害者不便さ調査成果報告書（共用品推
進機構発行H23/8）、「障害者の食生活調査報告
書、（公財）すこやか食生活協会発行（H25/10）」
等の結果とリンクさせながら、実際の共用品の
工夫に触れたりする講義を展開。後半は、13名
の先生方が３グループに分かれ、旅行代理店の
社員となって、視覚障害のある人達が楽しめる
旅行を企画・提案するワークショップを行った。

■誰もが楽しめる企画

　さすがに視覚障害教育のプロだけあり3グ

ループの企画は機知に富み、視覚に障害のある
人が楽しめる内容であると同時に、視覚に障害
のない人達にとっても魅力的な内容であった。
　視覚に障害のある新婚カップルが沖縄から首
都圏（東京、テーマパーク、横浜等）をバス移
動で楽しむ内容では、説明を聞くだけでワクワ
クするようなサービスが提供されたり、首都圏
から沖縄の旅を楽しむ企画では、視覚に障害の
ある人達がダイビングに挑戦したりする。海の
深さや気持ち良さを知ると同時に、イルカと遊
泳できたり、文化体験としてエイサーや三線、
シーサーの絵付け、琉球ガラス体験が選べたり
する。
　歴史体験ツアーの企画では障害のある人はも
ちろん、歴史好きの人も楽しめる内容で、興味
があってもなかなか実感しにくいイメージのバ
リアを取り除くための内容が盛りだくさん。宿
泊場所は「城内」。バス・トイレ付の部屋完備。
移動はカゴで、殿・姫体験として着物を着たり、
困ったことは家来にお任せできたりするツアー。

　実際に実現可能なツアーから夢のようなツ
アーまであるが、障害のあるなしに関わらず一
緒に旅を楽しめる内容が増えてくることを期待
しつつ、現場の先生方とのコミュニケーション
が明日のアイディアを生むことを実感できる講
義であった。� （森

もり

川
かわ

美
み

和
わ

）

（独）国立特別支援教育総合研究所にて、特別支援教
育専門研修　視覚障害教育専修プログラム講義実施
～国立特別支援教育総合研究所での講義、約20年継続～

（プレゼンテーションする先生方）
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　2013年9月27日に、第３次障害者基本計画③⑤⑧

⑪⑫⑭⑰⑱㉒㉓㊱㊲㊵～㊹㊼������～�（小さい添え字①～�

は、同様の用語が本講の第１～77講に既出であ
ることを示す）が閣議決定された。国連障害者
権利条約③⑨㉔㉗��を受け、2011年に改正された
障害者基本法のもとで作られた初の基本計画で
ある。

１．背景と経緯
　これまで平成５～14年度、同15～24年度を対
象とする基本計画があった。今回の計画は、第
３次の計画（平成25～29年度）となった。
　改正障害者基本法は、基本計画の策定に際し
同法で新設した障害者政策委員会の意見�～�を
聴くこととしている。政策委員会は昨年７月か
ら検討し、12月に新しい基本計画に関する意見
をまとめた。政府は、同意見を踏まえて計画を
決めた。
　今回の計画策定の背景は、前の計画の期限が
きたこと、障害者権利条約を受けた改正障害者
基本法の精神を反映させることであった。

２．構成
　４つの部分から構成されており、Ⅰ（番号は
基本計画の番号、以下同じ）障害者基本法（第
３次）について、Ⅱ基本的な考え方、Ⅲ分野別
施策の基本的方向、Ⅳ推進体制である。Ⅳには、
成果目標が別表でつけられている。

３．内容
　Ⅱには基本理念（共生社会（基本法１条））、
基本原則（地域社会での共生（基本法第３条）、
差別禁止�（同４条）、国際協調�（同５条））、
各分野に共通する横断的視点（自己決定、当事
者本位・総合的支援㊶㊷��、障害特性に配慮、ア
クセシビリティ③⑩㉙㉛�～�、総合的・計画的推
進）が含まれる。
　Ⅲは10分野（生活支援、保健・医療�、教
育�・文化芸術・スポーツ、雇用㉕㉖㉟㊲㊴㊵��・就
業・経済的自立、生活環境、情報②⑦⑲～㉑㉓㉖㉙㉛㊵

㊶���アクセシビリティ、安全・安心�※、差別
解消・権利擁護※、行政サービス※、国際協力）
である。※の３分野は今次計画で新設された。

　Ⅳは連携・協力、広報・啓発、進捗状況の管
理と評価（45項目の成果目標（別表）が定めら
れ、障害者政策委員会による計画の実施状況の
評価・監視が書かれている）、法制の整備、調査
研究・情報提供である。

４．共用品③⑥⑩⑬⑭⑯～㊲㊵㊷㊹～�との関係
　共用品に関わりの深い記述は、アクセシビリ
ティ、バリアフリー等の用語で記載されている。
　基本的な考え方（Ⅱ）のうちの横断的視点⑶
として５つの柱があり、その４番目が「アクセ
シビリティの向上」である。「障害者が経験する
困難や制限が障害者個人の障害と社会的な要因
の双方に起因する」として障害の社会モデル①⑮

⑱㉗㉘㉛㉜��～�の視点を記し、「障害の有無にかか
わらず能力を最大限に発揮し、安心して生活で
きるよう、制約する事物、制度、慣行、観念等
の社会的障壁を除去し、ソフト、ハードのバリ
アフリー化を推進し、アクセシビリティ向上を
図る」としている。
　分野別の施策（Ⅲ）では、生活環境⑸、情報
アクセシビリティ⑹の両者が実質的に専らアク
セシビリティ関連の内容であり、行政サービス
等における配慮⑼でも触れられている。

５．共用品をめぐる意義と今後
　第３次障害者基本計画は、障害者権利条約の
制定を受け、同条約の批准をめざして改正され
た障害者基本法のもとで初めて策定された。そ
の結果、権利条約の理念を織り込んでいる。ア
クセシビリティに大きい位置づけが与えられた
のは障害の社会モデルを反映したものであり、
障害者権利条約の理念を織り込んだ一例である。
　こうした動きを通じてアクセシビリティ（バ
リアフリー、共用品）は、障害者政策のなかで
重要な位置を占めることが改めて示された。
　今後は、障害者政策委員会を通じて、計画の
進捗状況の評価・監視が持続的に行われる。共
用品の視点からは、大きい位置づけが与えられ
たことで寄与する機会が増すと同時に、要請に
応えて寄与できているかを問われる側に立った
ことを意味する。
（注：文中の引用、用語は一部意訳を含む）

「障害者福祉と共用品（その６：第３次障害者基本計画）」
後
ご

藤
とう

芳
よし

一
かず

（日本福祉大学客員教授、内閣府障害者政策委員会委員）

キーワードで考える共用品講座 ───────────────────────────────第78講



■京丸園株式会社
　浜松市にある農家、京丸園は株式会社である。社長
の鈴

すず

木
き

厚
あつ

志
し

さんの講演を、静岡県主催のシンポジウム
で拝聴する機会があった。実践が伴った考え方、そし
て話術に引き込まれた。
　京丸園の社員数は67名、18才から82才までと幅広い。
みつば、芽ねぎ、ちんげんさいをオリジナルの手法で
育てている水耕部、水菜、ごぼう、さつまいも、京丸
こしひかりを無農薬あいがも農法の土耕部、そして全
国の80％の「芽ねぎ」の生産を行っている心耕部の3部
に分かれている。
■心耕部
　一風変わった部署には現在、障害のある社員が21名
働いている。
　きっかけは、「うちの学校の生徒をやとってもらえな
いか？」と養護学校の先生が京丸園を訪ねてきたこと
から始まる。鈴木社長はそれまで、障害のある人との
接点がなかったこともあり、何と言って断ろうかと考
えた末、芽ねぎの栽培の過程を先生に見せることにし
た。横25センチ、高さ、奥行き共に2センチの横長のス
ポンジに20本ほど植わっている芽ねぎを、スポンジご
と移しかえる作業は、スポンジの底の部分を手で７〜8
回抑えながら新たな場所におさめるという職人技が必
要な作業である。
　「これはうちの生徒には無理ですな・・」の言葉を残
して帰っていった先生が、再度京丸園を訪れたのは１
週間後。下敷きをうちわのように使いながら、「これ、
使えんですかね？」と、先生はその下敷きを使って、先

週見せられた職人が７〜８回手を動かして行う作業を
持ってきた下敷きを使い、１回でやってのけたのである。
　この時の驚きが、人が仕事に合わせるのでなく、仕
事が人に合わせることができることを学ぶきっかけに
なったと鈴木社長は言う。これが障害のある人を雇用
するはじまりとなり、毎年１名採用することをし、毎
年新しい仕事の仕方が生まれている。
■結果、無農薬に
　その後新人が入社したとき、なかなかその人に仕事
を合わせることができないこともあった。どうやれば
を検討する間、芽ねぎの水耕栽培しているビニールハ
ウスの掃除を依頼した。ゆっくりだが丁寧な掃除を暫
く続けたある日、鈴木社長は別の社員から「社長、最
近虫が出ません」という報告を受けた。なぜ、虫がい
なくなったかを分析すると彼がやってくれている「掃
除」にあることが分かった。いつも清潔にすることで、
虫がわかなかったのである。虫がわかなければ農薬は
いらない。どうしたら無農薬でおいしい野菜が作れる
かの答えを、障害のある社員が導き出したのである。
　先日、浜松を訪問し、鈴木厚志社長、奥様の鈴

すず

木
き

緑
みどり

さん、そして心耕部の人たちに会うことができた。
1997年から始まった障害のある人との「共働」のため
の創意工夫、その継続を、目の当たりにすると共に笑
顔の絶えない京丸園という空間に、今まで味わったこ
とのない感動を覚えた。それにしても、お土産にいた
だいた芽ねぎのおいしさは、更に格別！だった。
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共用品通信
【イベント】
　［９月］
　　　第40回国際福祉機器展（「目からウロコ展」）（18～20日）
　［10月］
　　　千代田福祉まつり（「目からウロコクイズ」で出展）（12日）
【会　　議】
　［９月］
　　　第１回TC159 国内委員会（３日）
　　　第１回AAL 検討委員会（24日）
　［10月］
　　　第５回IEC/SG5/AAL会議（８、９日）
　　　第１回旅行調査委員会（11日）
　　　第３回JIS 誘導用ブロック委員会（18日）
　　　第１回看護ニーズ検討委員会（25日）
【外部主催会議】
　［９月］
　　　第46回JISC消費生活技術委員会（９日、金丸）

　　　第18回規格委員会（11日、金丸）
　［10月］
　　　第４回規格調整分科会（22日、金丸）
【講義・講演】
　［９月］
　　　NPO法人高齢社会の住まいをつくる会 講義（星川、４日）
　　　静岡県にて講演（星川、25日）
　［10月］
　　　神奈川県立横須賀大津高等学校の３年生に授業（森川、１日）
　　　内閣府 障害者週間セミナー（森川、７日）
　　　家電製品協会で講演会（星川、９日）
　　　昭島市立拝島第三小学校で共用品授業（森川、10日）
　　　千代田区立九段小学校で共用品授業（森川、23日）
　　　八王子市立山田小学校で共用授業（森川、25日）
【インターンシップ】
　［９月］
　　　跡見学園女子大学学生２名（９～20日）

■ 仕事は、人に合わせることが
できる
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